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り、アリシン処理細胞膜画分からの活性型alkyl hydroperoxide reductase 1の消失をその要因の一つとして見
いだした。これらのプロセスによる細胞膜イオン透過性の変化を介して選択的かつ強力な殺菌作用を生じうる
との結論を導いた。 
 次いで、著者はアリシンがアンホテリシンB（AmB）の殺菌作用を著しく増幅する事実を見いだした。また、
その増幅効果がAmB本来のエルゴステロールとの結合を介した細胞膜障害の助長によるものではないことを明
らかにしている。さらに、致死濃度のAmBに液胞膜を断片化させる活性を認め、アリシンがAmBの液胞膜に対す
る作用を増幅するという新たな抗真菌活性の発現機序を見いだした。予めエルゴステロールを集積させた液胞
の形態形成はAmB＋アリシン処理によっても正常に進行することから、アリシンが液胞の形態形成に必須の細胞
膜から液胞膜へのエルゴステロール輸送系を阻害するという重要かつ興味深いモデルを提唱するに至った。 
 以上のように、本研究の成果は、生体低分子機能学の分野に寄与するところが大きく、よって博士（理学）
の学位を授与するに値すると審査した。 
